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二
〇
〇
八
（
平
成
20
）
年
６
月
に
成

立
し
た
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
通
称
（
ハ
ン
セ

ン
病
問
題
基
本
法
）
が
、
二
〇
〇
九

（
平
成
21
）
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ

れ
た
が
、
こ
れ
は
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病

に
関
し
て
の
５
つ
目
の
法
律
で
あ
る
。

一
九
〇
七
（
明
治
40
）
年
に
制
定
さ
れ

た
法
律
第
11
号「
癩
予
防
ニ
関
ス
ル
件
」

に
よ
っ
て
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
は

始
ま
っ
た
。

　
一
九
三
一
（
昭
和
６
）
年
に
は
「
癩

予
防
法
」
に
改
正
さ
れ
、
終
生
隔
離
収

容
が
強
行
さ
れ
た
。
長
島
愛
生
園
、
栗

生
楽
泉
園
、
星
塚
敬
愛
園
、
東
北
新
生

園
な
ど
、
国
立
の
療
養
所
が
次
々
と
設

置
さ
れ
、
一
九
四
一
（
昭
和
16
）
年
に

は
５
ヵ
所
の
府
県
立
療
養
所
も
国
立
に

移
管
さ
れ
た
。

　
一
九
五
三
（
昭
和
28
）
年
に
は
全
患

協
の
激
し
い
、
ら
い
予
防
法
闘
争
が

あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
「
ら
い
予
防
法
」

に
改
正
さ
れ
依
然
と
し
て
隔
離
政
策
が

継
続
さ
れ
た
。
一
九
九
六
（
平
成
８
）

年
に
「
ら
い
予
防
法
廃
止
に
関
す
る
法

律
」
に
改
正
さ
れ
、
89
年
ぶ
り
に
開
放

政
策
へ
と
転
換
し
た
。
こ
の
「
ら
い
予

防
法
廃
止
法
」
成
立
に
至
る
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
は
様
々
の
動
き
が
あ
り
、

マ
ス
コ
ミ
も
次
々
と
取
り
上
げ
、
国
民

の
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
関
心
も
広
ま

り
を
見
せ
た
。

　
一
九
九
八
（
平
成
10
）
年
７
月
、
星

塚
、
熊
本
で
13
人
の
入
所
者
が
熊
本

地
裁
に
「
ら
い
予
防
法
違
憲
国
賠
訴

訟
」
を
提
起
、
翌
年
３
月
に
は
東
京
地

裁
、
９
月
に
は
岡
山
地
裁
に
も
提
訴
さ

れ
、
二
〇
〇
一
（
平
成
13
）
年
５
月
に

は
原
告
勝
訴
の
熊
本
判
決
が
出
さ
れ
た
。

そ
の
後
内
閣
総
理
大
臣
談
話
、
衆
・
参

両
院
の
謝
罪
な
ど
が
あ
り
、
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
は
脚
光
を
浴
び
、
全
面
解
決
に

向
っ
た
か
に
見
え
た
が
、
黒
川
温
泉
の

ホ
テ
ル
宿
泊
拒
否
事
件
が
起
き
、
ハ
ン

セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
差
別
の
根
深
さ

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　
入
所
者
が
高
齢
化
、
減
少
化
す
る
中

で
全
療
協
は
各
療
養
所
の
将
来
構
想
を

検
討
し
て
き
た
。
し
か
し
現
行
法
の
中

で
は
限
界
が
あ
る
と
し
て
、
会
議
を
重

ね
、弁
護
士
の
提
言
を
受
け
な
が
ら「
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
」
の
成
立
を
目

指
し
て
全
国
的
な
署
名
活
動
を
起
こ
し

た
。
こ
の
百
万
人
署
名
に
は
全
療
協
全

支
部
、
原
告
団
、
弁
護
団
、
市
民
学
会
、

全
医
労
、
首
都
圏
市
民
の
会
、
各
園
地

元
自
治
体
、
支
援
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
協

力
で
、
半
年
余
り
の
短
期
間

で
93
万
５
千
筆
の
署
名
が
集

ま
っ
た
。
こ
の
署
名
を
受
け

て
超
党
派
の
津
島
議
懇
、
藤

井
議
懇
が
共
同
で
「
議
員
立

法
」
を
提
起
し
、
二
〇
〇
八

年
、
衆
・
参
両
院
に
お
い
て

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
翌

年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

　
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
対
策

は
百
年
の
間
、
５
件
の
法
律

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
訳

だ
が
、
時
代
的
背
景
は
あ
る

も
の
の
、一
九
五
三
年
の「
ら

い
予
防
法
」
ま
で
は
、
国
の

隔
離
・
予
防
・
管
理
重
視
の

法
律
で
あ
っ
た
。
一
九
九
六

年
の「
ら
い
予
防
法
廃
止
法
」

は
、
世
論
に
押
さ
れ
た
形
で

患
者
の
立
ち
場
も
考
慮
に
入

れ
、
隔
離
か
ら
解
放
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
九

年
に
施
行
さ
れ
た
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題

基
本
法
」
は
、
入
所
者
、
退
所
者
な
ど

元
患
者
の
人
権
や
名
誉
回
復
を
は
か
る

最
終
的
な
法
律
で
あ
る
と
理
解
し
て
い

る
。

　「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
の
施
行

を
受
け
て
全
療
協
各
支
部
は
「
将
来
構

想
」
を
決
定
す
べ
く
検
討
を
進
め
て
い

る
が
壁
に
ぶ
ち
あ
た
っ
た
。
多
磨
全
生

園
、菊
池
恵
楓
園
で
は
基
本
法
12
条「
国

は
入
所
者
の
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保

を
図
る
た
め
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
の
土
地
・
建
物
、
設
備
等
を
地
方
公

共
団
体
ま
た
は
地
域
住
民
な
ど
の
利
用

に
供
す
る
な
ど
、
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
が
で
き
る
」
を
活
用
し
て
保
育

所
の
設
置
を
要
望
し
て
い
る
が
、「
借

地
料
」
の
記
載
が
な
い
。
基
本
法
に
は

「
施
行
規
則
」
は
あ
る
が
、
土
地
利
用

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
指
示
が
な
い
。

　
省
令
が
出
て
公
募
に
必
要
な
園
長
の

指
針
も
出
さ
れ
た
が
、
借
地
料
や
貸
与

期
限
等
は
「
公
募
要
項
」
の
中
で
示
す

と
い
う
。
全
療
協
は
土
地
の
無
償
化
を

要
求
し
て
い
る
。
厚
労
省
は
国
有
財
産

法
に
よ
っ
て
土
地
代
は
取
る
と
い
っ
て

い
る
。
少
子
・
高
齢
化
が
叫
ば
れ
る
中

保
育
園
や
養
老
院
の
増
設
は
国
民
的
な

世
論
と
な
っ
て
い
る
。

　
全
療
協
や
多
磨
全
生
園
将
来
構
想
検

討
委
員
会
は
「
保
育
園
設
置
の
土
地
代

は
無
料
化
し
て
ほ
し
い
」
と
、
ハ
ン
セ

ン
病
問
題
の
最
終
解
決
を
す
す
め
る
国

会
議
員
懇
談
会
（
川
内
博
史
会
長
）
と
、

ハ
ン
セ
ン
病
対
策
議
員
懇
談
会
（
舛
添

要
一
会
長
・
超
党
派
）
に
要
請
を
行
っ

て
い
る
。
国
は
基
本
法
の
理
念
を
理
解

し
活
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

舛
添
議
懇
へ
の
要
請
（
２
月
24
日
）

法
律
改
正
は
何
の
た
め
か

基
本
法
活
か
し
て
保
育
園
を



国立ハンセン病資料館2010年４月１日 第67号（季刊）

2

　
二
〇
一
〇
（
平
成

22
）
年
１
月
30
日
か

ら
２
月
28
日
ま
で

の
期
間
で
、
国
立
ハ

ン
セ
ン
病
資
料
館
に

お
い
て
企
画
展
「
桃

生
小
富
士
（
も
の
う

こ
ふ
じ
）
展
」
を
開

催
し
た
。
桃
生
小
富

士
氏
は
一
九
三
〇
年
、

宮
城
県
に
生
ま
れ
、

20
才
で
東
北
新
生
園

に
入
園
し
て
以
来
、

現
在
も
同
園
で
生
活

さ
れ
て
い
る
。
本
展

覧
会
で
は
こ
れ
ま
で

桃
生
氏
が
制
作
し
た

水
彩
画
の
内
、
53
点

を
桃
生
氏
の
川
柳
と

と
も
に
紹
介
し
た
。

　
桃
生
氏
は
、
療
養

所
に
入
っ
て
か
ら
川

柳
を
は
じ
め
と
す
る
文
芸
活
動
を
熱
心

に
行
い
、
園
内
の
川
柳
社
代
表
を
長
年

務
め
た
。
そ
れ
と
と
も
に
絵
画
作
品
を

制
作
し
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
現
在
、
園

の
機
関
誌
で
あ
る
『
新
生
』
誌
の
表
紙

を
飾
っ
て
い
る
。

　
色
紙
に
描
か
れ
た
自
然
の
情
景
や
風

景
な
ど
の
色
鮮
や
か
な
水
彩
画

は
、
桃
生
氏
独
自
の
世
界
観
を

つ
く
り
だ
し
、
見
る
人
を
魅
了

す
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
の
多
く

は
テ
レ
ビ
や
写
真
を
見
て
描
い

た
も
の
だ
が
、
桃
生
氏
の
温
か

い
視
点
を
通
し
て
、
対
象
が
生

き
生
き
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。

　
桃
生
氏
は
一
人
の
職
員
が
絵

の
道
具
を
持
っ
て
き
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
水
彩
画
を
始
め
た

と
い
う
。
改
め
て
絵
を
誰
か
に

学
ぶ
と
い
う
機
会
は
無
か
っ
た

と
い
う
が
、
下
絵
を
繰
り
返
し

描
い
て
は
、
ア
ク
リ
ル
絵
具
で

色
を
重
ね
、
常
に
絵
筆
を
動
か

す
日
々
が
続
い
た
。
絵
を
描
く

こ
と
を
勧
め
た
職
員
か
ら
の
励
ま
し
も

あ
り
、
色
紙
に
描
か
れ
た
作
品
数
は
増

え
て
い
っ
た
。

　『
新
生
』
の
表
紙
を
飾
る
こ
と
に
な

り
、
療
養
所
外
の
人
に
褒
め
て
も
ら
っ

た
こ
と
に
桃
生
氏
は
「
少
し
は
自
分
も

他
の
人
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
と
嬉
し

く
な
っ
た
」
と
、
素
直
に
喜
び
を
表
し

て
い
る
。

　
本
展
覧
会
で
も
、
季
節
を
表
す
花
や

動
物
、
風
景
を
情
感
豊
か
に
表
現
し
た

作
品
が
多
く
並
ん
だ
。
実
際
に
訪
れ
た

来
館
者
の
方
か
ら
も
「
絵
の
彩
り
が
素

晴
ら
し
く
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

と
い
う
言
葉
や
「
人
の
心
を
和
ま
せ
て

く
れ
る
絵
や
川
柳
に
感
動
し
ま
し
た
」

と
い
う
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
絵
や
川
柳
を
通
し
て
見
る
桃
生
氏
の

人
柄
に
魅
力
を
感
じ
た
人
も
多
か
っ
た
。

「
愛
さ
れ
て
骨
だ
け
と
な
る
さ
ん
ま

か
な
」、「
ど
く
だ
み
の
花
こ
そ
可
憐

煎
じ
薬
」、「
よ
く
見
れ
ば
か
お
の
き

び
し
き
鰈
か
な
」

　
一
方
、
桃
生
氏
が
入
園
前
に
暮
ら
し

て
い
た
港
町
の
様
子
が
描
か
れ
た
作
品

に
は
、
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
海
の
色
が

ま
ぶ
し
く
映
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
描

か
れ
る
海
は
、
桃
生
氏
に
と
っ
て
大
切

な
ふ
る
さ
と
の
記
憶
で
あ
る
。

「
ふ
る
さ
と
の
海
み
え
く
れ
ば
胸
躍

る
」、「
ふ
る
さ
と
の
海
は
揺
り
か
ご

母
の
愛
」、「
ふ
る
里
の
海
に
酸
素
を

吸
い
に
来
る
」・
・
・

　
桃
生
氏
は
、
ふ
る
さ
と
の
絵
そ
れ
ぞ

れ
に
こ
れ
ら
の
川
柳
を
詠
ん
だ
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
と
し
て
生
き
て

き
た
人
生
が
決
し
て
平
穏
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
と
想
像
す
る
時
、
こ
れ
ら
の

美
し
さ
、
や
さ
し
さ
、
や
わ
ら
か
さ
を

持
つ
絵
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
自
体
が

不
思
議
で
も
あ
り
、
貴
重
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　「
逆
境
を
生
き
抜
い
て
今
幸
せ
と
言

え
る
事
は
何
と
す
ば
ら
し
い
事
で
し
ょ

桃生小富士氏

ふ
る
さ
と
の
海
と
山

作
品
に
見
入
る
子
ど
も
た
ち

エ
バ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

う
」、「
生
き
る
こ
と
へ
の
励
み
に
な
り

ま
し
た
」
と
、
来
館
者
の
方
か
ら
も
こ

の
よ
う
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
本
展
覧
会
で
は
会
期
中
に
展
示
替
え

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
二
度
、
三
度

と
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
た
。

ま
た
、
作
品
一
点
一
点
と
ゆ
っ
く
り
向

き
合
う
来
館
者
の
方
が
多
か
っ
た
。

●
桃
生
小
富
士
展
記
念

�

「
エ
バ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
展
覧
会
に
合
わ
せ
、
当
館
映
像
ホ
ー

ル
に
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ポ
ッ
プ
ス
を
融

合
さ
せ
た
楽
曲
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
男
性
４
人
ユ
ニ
ッ
トE

v
e
rly

（
エ

バ
リ
ー
）
の
演
奏
会
を
開
催
し
た
。

　
２
月
13
日
当
日
は
あ
い
に
く
の
雪
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
寒
さ
に
も
関
わ
ら
ず

１
０
０
人
を
越
え
る
来
場
者
が
訪
れ
、

エ
バ
リ
ー
の
演
奏
を
桃
生
作
品
と
共
に

味
わ
っ
た
。

　
曲
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ

ン
バ
ー
か
ら
ソ
ー
ラ
ン
節
、
涙
そ
う
そ

う
に
ま
で
至
り
、
彼
ら
が
奏
で
る
温
か

で
優
し
い
音
楽
は
春
の
日
だ
ま
り
の
よ

う
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
桃
生
氏
の
実
弟

が
来
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
会
場
は
温

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　
当
館
で
は
今
後
も
、
常
設
展
示
と
と

も
に
、
年
に
数
回
行
う
企
画
展
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回
復

者
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
や
生
き
抜
い
て

き
た
姿
を
紹
介
し
、
来
館
者
が
自
分
自

身
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
い
け
る
よ
う

な
企
画
を
立
て
て
い
き
た
い
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
の
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
い
る
。

企画展「桃生小富士展」賑わう

記念に「エバリーコンサート」開催
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ア
ル
マ
ウ
ェ
ル
・
ハ
ン
セ
ン
医
師
の

活
躍
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
ベ
ル
ゲ
ン

市
に
は
、
数
世
紀
に
わ
た
る
ハ
ン
セ
ン

病
政
策
関
連
資
料
が
豊
富
に
保
存
さ
れ
、

そ
れ
ら
は
、
二
〇
〇
一
年
に
ユ
ネ
ス
コ

「
世
界
の
記
憶
」に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病

医
療
政
策
が
、
近
代
日
本
の
そ
れ
に
少

な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
歴
史
的
事
実

は
、
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
一
方

で
、
現
地
に
そ
の
よ
う
に
貴
重
な
資
料

が
保
存
さ
れ
て
い
た
事
実
は
、
案
外
に

知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
当
資
料
館
に
は
日
本
に
お
け
る
ハ
ン

セ
ン
病
関
連
資
料
の
収
集
保
存
の
機
能

が
あ
る
。
ベ
ル
ゲ
ン
市
所
在
の
研
究
機

関
・
研
究
者
と
の
交
流
を
近
年
精
力
的

に
推
進
し
て
き
た
金
沢
大
学
の
研
究
グ

ル
ー
プ
の
お
奨
め
と
ご
厚
意
が
あ
り
、

ハ
ン
セ
ン
病
資
料
の
収
集
保
存
を
め
ぐ

る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
の
研
究
交
流
の
端
緒

と
し
て
、
現
地
に
保
存
さ
れ
て
き
た
資

料
実
態
と
価
値
を
、
私
た
ち
が
知
る
こ

と
が
大
事
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、金
沢
大
が
「
患
者
の
人
権
」

と
い
う
視
座
に
た
っ
て
の
日
本
と
ノ
ル

ウ
ェ
ー
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
医
療
政

策
の
異
同
を
確
認
す
る
研
究
集
会
開
催

の
た
め
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
研
究
者
を
招

へ
い
す
る
機
会
に
あ
わ
せ
て
、
当
資
料

館
に
お
い
て
も
、
資
料
保
存
に
焦
点
を

あ
て
た
研
究
集
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
１
月
21
日

（
木
）、
当
館
映
像
ホ
ー
ル
に
て
、
金
沢

大
と
の
共
催
事
業
と
し
て
行
っ
た
。

　
第
一
部
の
特
別
講
演
は
、
ユ
ン
グ

ベ
・
ネ
ル
レ
ボ
氏
（
在
ベ
ル
ゲ
ン
国
立

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
所
長
）
に
「
ハ
ン
セ
ン

病
の
入
院
記
録
か
ら
何
を
学
べ
る
の
か

～
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
立
公
文
書
館
の
ハ
ン

セ
ン
病
史
の
保
存
」、
そ
し
て
ア
ー
ネ
・

ス
キ
ヴ
ェ
ン
ス
氏
に
（
ベ
ル
ゲ
ン
市
立

ア
ー
カ
イ
ブ
所
長
）「
歴
史
上
の
医
学

ジ
ャ
ー
ナ
ル
～
文
書
保
管
と
そ
の
産
物

～
」
と
い
う
演
題
で
、「
世
界
の
記
憶
」

に
登
録
さ
れ
た
文
書
資
料
の
内
容
と
価

値
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
。
さ
ら
に
シ
グ
ー
ド
・
サ
ン

ド
モ
氏
（
ハ
ン
セ
ン
病
博
物
館
学
芸

員
）
に
は
、「
今
日
の
ハ
ン
セ
ン
病
対

策
の
国
際
動
向
に
お
け
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
ハ
ン
セ
ン
病
研
究
の
歴
史
的
価
値
」

と
い
う
演
題
で
、
ベ
ル
ゲ
ン
市
の
ハ
ン

セ
ン
病
博
物
館
に
お
け
る
現
行
の
展
示

表
象
の
あ
り
方
と
そ
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
そ
し
て
氏
が
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者

の
方
々
と
国
際
交
流
を
深
め
て
い
く
過

程
で
の
発
見
と
驚
き
に
つ
い
て
発
表
し

て
い
た
だ
い
た
。

　
第
二
部
の
討
論
は
、
三
氏
に
、
資
料
館

運
営
委
員
・
語
り
部
の
平
澤
保
治
・
佐
川

修
両
氏
を
加
え
て
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
改
め
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま

ず
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
保
存
さ
れ
た
資
料

は
、
カ
ル
テ
な
ど
の
医
学
文
書
、
通
達

な
ど
の
医
療
行
政
資
料
が
中
心
で
あ
っ

て
、
こ
の
点
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者

す
な
わ
ち
当
事
者
の
努
力
で
立
ち
上
げ

ら
れ
た
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
が
、

療
養
所
に
お
け
る
患
者
の
生
活
文
化
資

料
が
中
心
に
収
集
・
保
存
さ
れ
て
い
る

と
い
う
違
い
で
あ
る
。

　
次
に
、
す
で
に
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者

が
生
存
し
な
く
な
っ
て
久
し
い
ノ
ル

ウ
ェ
ー
に
お
い
て
、「
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
」
は
す
で
に
「
歴
史
」
と
な
り
つ
つ

あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
未
だ

現
実
問
題
と
し
て
厳
然
と
し
て
立
ち
上

が
る
と
い
う
違
い
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
ゲ

ン
市
の
博
物
館
に
お
い
て
、
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
の
住
所
・
実
名
が
刻
ま
れ
た
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
建
立
さ
れ
、
見
学
者
の

感
動
を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
シ

グ
ー
ド
氏
の
発
表
は
、
聴
衆
に
深
く
印

象
づ
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、

自
ら
の
苦
難
の
人
生
を
顧
み
紹
介
し
つ

医
療
政
策
と
資
料
保
存

国
際
ハ
ン
セ
ン
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

つ
、
今
の
日
本
で
は
無
理
だ
が
、
近
い

将
来
、
日
本
で
も
そ
う
い
う
時
代
が
来

て
ほ
し
い
と
願
う
と
述
べ
た
語
り
部
の

言
葉
が
非
常
に
重
い
。
そ
の
心
情
と
共

有
す
べ
き
課
題
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
の

ゲ
ス
ト
に
も
共
感
を
も
っ
て
伝
わ
っ
た
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
、
資
料
の
保
存
・
収
集
、

「
記
憶
」
と
そ
の
表
象
、
い
く
つ
か
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ
つ
つ
、
日
本
と
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
出
会
い
場
と
し
て
研
究
集

会
を
設
定
し
た
が
、
そ
の
所
期
の
目
的

は
達
成
で
き
た
と
思
う
。
こ
の
経
験
を

向
後
の
地
道
で
愚
直
な
研
究
交
流
へ
と

結
び
つ
け
た
い
。
な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
記
録
は
、
資
料
館
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
と

し
て
、
今
年
度
中
に
刊
行
予
定
で
あ
る
。

　
３
月
６
日（
土
）午

後
２
時
よ
り
全
生
園

中
央
通
り
納
骨
堂
手

前
に
お
い
て
「
い
の

ち
と
こ
こ
ろ
の
人
権

の
森
宣
言
」
石
碑
の

除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
宣
言
文
は
昨

年
東
村
山
市
が
委
員

会
を
つ
く
り
、６
回
の

会
合
を
開
い
て
作
成

し
多
磨
全
生
園
創
立

百
周
年
記
念
日
に
公

示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
全
生
園
に
は
入

所
者
が
植
え
た
３
万
本
の
樹
木
と
、
山

吹
舎
、
旧
図
書
館
、
永
代
神
社
、
望
郷

の
丘
な
ど
沢
山
の
史
蹟
建
造
物
が
あ
る
。

入
所
者
自
治
会
で
は
国
民
共
有
財
産
で

あ
る
全
生
園
全
体
を
「
記
念
公
園
・
人

権
の
森
」
と
し
て
残
し
て
ほ
し
い
と
将

来
構
想
を
た
て
、
平
成
14
年
か
ら
東

村
山
市
と
一
緒
に
運
動
を
す
す
め
て
い

る
。
多
く
の
市
民
団
体
も
支
援
を
し
て

い
る
。
ま
た
東
京
都
の
三
つ
の
弁
護
士

会
も
「
人
権
の
森
構
想
」
を
支
持
し
関

係
当
局
へ
要
請
書
を
出
し
て
い
る
。

　
除
幕
式
は
小
雨
の
中
で
あ
っ
た
が
、

東
村
山
市
や
市
議
会
議
員
、
人
権
擁
護

委
員
、
教
育
委
員
、
施
設
、
自
治
会
関

係
者
な
ど
70
人
余
が
参
加
し
た
。

　
除
幕
の
後
に
は
主
催
の
佐
川
自
治
会

長
、
来
賓
の
渡
部
東
村
山
市
長
、
田
辺

全
生
園
副
園
長
、
川
上
市
議
会
議
長
、

細
渕
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
村
山
活
き
生
き
ま
ち
づ

く
り
理
事
長
、
渡
辺
東
村
山
緑
を
守
る

市
民
協
議
会
会
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
東
村
山
市
出
身

の
女
優
竹
下
景
子
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
当
時
の
先
生
が
代
読
さ
れ
た
。
式
終

了
直
後
、
宮
崎
駿
監
督
も
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
。
東
村
山
市
は
啓
発
活
動
な
ど

の
た
め
「
人
権
の
森
基
金
」
条
令
を
作

成
し
た
。

「人権の森宣言」石碑

除幕式に70人が参加
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S
S
S
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S
S
S
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S
S
S
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S
S
S
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S
S
S
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S
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当
館
２
階
の
常
設

展
示
室
に
は
、「
山

吹
舎
」（
多
磨
全
生

園
の
男
性
独
身
軽
症

者
寮
）
の
一
室
復
元

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
座
る
人
形

の
多
く
は
、
同
園
で

患
者
の
日
常
着
だ
っ

た
「
う
ど
ん
縞
の
着

物
」
を
着
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
着
物
は
、

患
者
が
療
養
所
に
入

所
す
る
と
き
に
「
貸

与
」
さ
れ
た
「
官
給

品
」
で
あ
っ
た
。
色
、

柄
、
仕
様
、「
貸
与
」

の
期
間
等
は
異
な
っ

た
が
、
多
く
の
園
に
は
こ
う
し
た
お
仕

着
せ
の
着
物
が
存
在
し
た
歴
史
が
あ
る
。

　
今
年
４
月
24
日
（
土
）
か
ら
７
月
25

日
（
日
）
ま
で
開
催
す
る
春
季
企
画
展

「
着
物
に
み
る
療
養
所
の
く
ら
し
」
で

は
、
日
常
着
（
単
衣
、
袷
、
半
纏
な
ど
）、

病
衣
（
白
い
単
衣
な
ど
）、
消
防
団
や

自
警
団
の
制
服
な
ど
の
着
物
と
、
そ
れ

に
ま
つ
わ
る
写
真
や
実
物
資
料
を
展
示

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
着
物
は
「
布
」
の
資
料
で
あ
る
。
全

て
の
も
の
が
不
足
し
て
い
た
一
九
四
〇

年
代
ま
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の

後
も
、
生
地
が
傷
ん
だ
り
し
て
着
ら
れ

な
く
な
っ
た
衣
類
は
、
雑
巾
な
ど
と
し

て
再
利
用
さ
れ
、
本
当
に
端
布
に
な
る

ま
で
使
わ
れ
た
。
療
養
所
の
中
で
は
高

齢
者
の
お
襁
褓
や
包
帯
と
し
て
の
再
利

用
も
さ
れ
た
の
で
、
衣
類
と
し
て
の
資

料
は
な
お
の
こ
と
少
な
い
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
そ
う
し
た
貴

重
な
資
料
群
を
展
示
す
る
こ
と
で
、
療

養
所
の
生
活
に
光
を
あ
て
て
み
た
い
。

着
物
に
ま
つ
わ
る
作
業
、
日
常
着
と
晴

れ
着
、
時
代
に
よ
る
変
化
、
さ
ま
ざ
ま

な
切
り
口
か
ら
、
く
ら
し
の
様
相
が
見

え
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

　
着
物
が
「
貸
与
」
さ
れ
て
い
た
時
代

に
は
、
安
く
仕
入
れ
た
木
綿
の
布
を
、

手
の
症
状
の
軽
い
女
性
患
者
が
「
ひ
と

り
あ
た
り
何
着
縫
う
」
と
割
り
当
て
ら

れ
、
単
衣
や
袷
に
仕
立
て
た
。
症
状
を

重
く
し
た
り
、
合
併
症
を
起
こ
し
た
り

し
た
入
所
者
は
、
天
竺
木
綿
や
生
成
の

粗
布
の
「
病
衣
」
を
着
た
。

　
太
平
洋
戦
争
が
激
し
く
な
っ
て
く
る

と
、
男
性
は
い
わ
ゆ
る
国
民
服
、
女

性
は
モ
ン
ペ

姿
が
ほ
と
ん

ど
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
戦
後

も
の
の
な
い

時
代
ま
で
続

い
た
。
婦
人

会
が
で
き
て

か
ら
は
、
洋

裁
部
で
ミ
シ

ン
に
よ
る
洋
裁
が
は
じ
ま
っ
た
。
既
製

品
を
買
っ
て
身
に
付
け
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
頃
か
ら
だ
と

い
う
。

　
衣
類
の
維
持
に
つ
い
て
も
、
療
養
所

独
特
の
し
く
み
が
あ
っ
た
。
不
自
由
な

者
や
独
身
男
性
患
者
の
衣
類
、
あ
る
い

は
シ
ー
ツ
な
ど
大
き
な
も
の
は
、
洗

濯
場
で
患
者
作
業
に
よ
っ
て
洗
わ
れ
た
。

干
し
た
後
に
ほ
こ
ろ
び
を
繕
う
の
も
、

患
者
作
業
で
あ
っ
た
。
軽
症
者
の
女
性

は
「
家
事
」
と
し
て
洗
濯
を
し
て
い
た

が
、
洗
濯
板
と
た
ら
い
で
衣
類
を
ご
し

ご
し
洗
う
し
ご
と
は
、
知
覚
麻
痺
を
起

こ
し
、
あ
る
い
は
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た

大
谷
名
誉
館
長
と
成
田
館
長
の
近
刊
紹
介

大
谷
藤
郞
　
著

『
ひ
か
り
の
足
跡
―
ハ
ン
セ
ン
病
・

�

精
神
障
害
と
わ
が
師
わ
が
友
』

（
メ
ヂ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
、二
〇
〇
九
年
）

　「
本
書
は
元
厚
生
省
医
務
局
長
の
大

谷
藤
郞
氏
が
、「
ら
い
予
防
法
」
が
廃

止
さ
れ
る
ま
で
の
半
世
紀
に
わ
た
り
師

友
に
学
び
闘
い
続
け
た
生
涯
を
、
癌
を

病
む
病
床
で
自
己
を
裸
に
し
て
書
き
下

ろ
さ
れ
た
作
品
で
す
。（
後
略
）」

�

（
日
野
原
重
明
氏
推
薦
文
）

成
田
　
稔
　
著

『
日
本
の
癩
〈
ら
い
〉
対
策
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
を
学
ぶ
か

�

新
た
な
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
に
向
け
て
』

�

（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）

　「
一
九
〇
七
年
に
は
じ
ま
る
日
本
の

ら
い
対
策
の
基
本
は
患
者
を
非
人
道
的

に「
隔
離
」す
る
こ
と
だ
っ
た
。（
中
略
）

百
年
に
わ
た
る
日
本
の
ら
い
対
策
を
専

門
医
の
立
場
か
ら
検
証
す
る
。」

�

（
明
石
書
店
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

手
に
は
あ
ま
り
に
も
酷
な
仕
事
で
あ
っ

た
と
い
う
。

　
歌
舞
伎
衣
装
や
祭
半
纏
は
、
色
彩
に

と
ぼ
し
い
日
常
着
と
異
な
り
私
た
ち
の

目
を
ひ
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
が
着

ら
れ
た
特
別
な
日
は
、
圧
倒
的
な
日
常

の
中
に
点
の
よ
う
に
し
か
存
在
し
な

か
っ
た
。

　
桜
が
散
り
、
過
ご
し
や
す
く
な
る
時

期
か
ら
の
展
示
で
も
あ
る
。
隣
接
す
る

多
磨
全
生
園
の
新
緑
と
併
せ
て
、
多
く

の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

常
設
展
示
の
更
新

　
年
末
年
始
の
休
館
期
間
中
に
、
常
設

展
示
の
更
新
を
行
っ
た
。
今
回
対
象
に

し
た
の
は
常
設
展
示
室
３
の
、
創
作
活

動
を
展
示
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。

　
常
設
展
示
の
更
新
は
、
３
年
前
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
課
題

と
な
っ
て
い
た
。
作
成
過
程
で
展
示
プ

ラ
ン
に
い
く
つ
か
の
問
題
が
生
じ
、
館

内
で
修
正
の
必
要
性
が
言
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
一
昨
年
の
ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学

会
を
は
じ
め
、
館
外
か
ら
の
批
判
も
寄

せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
に
も
展
示
室
２
の
更
新
作
業
を
行
い
、

修
正
プ
ラ
ン
を
準
備
し
て
き
た
。

　
展
示
更
新
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
実

現
ま
で
漕
ぎ
つ
け
る
の
は
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
。
３
つ
の
展
示
室
の
役
割
分

担
と
の
整
合
性
、
そ
の
コ
ー
ナ
ー
の
展

示
ス
ト
ー
リ
ー
、
コ
ー
ナ
ー
の
中
に
盛

り
込
む
要
素
、
展
示
す
る
資
料
の
選

択
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
仕
方
、
解
説
文

や
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
文
言
な
ど
、
順

を
追
っ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
上
で
実
際
の
工
事
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
展
示
と
し
て
実
現
し
な
い
。

　
今
回
は
、
展
示
す
る
作
品
の
点
数
を

増
や
す
こ
と
が
大
き
な
目
的
だ
っ
た
。

新
た
に
盆
栽
の
道
具
、セ
ー
タ
ー
、ハ
ー

モ
ニ
カ
バ
ン
ド
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
仏

像
、
花
器
、
カ
メ
ラ
、
写
真
な
ど
33
点

を
追
加
し
た
。
ま
た
昨
年
秋
に
亡
く
な

ら
れ
た
近
藤
宏
一
さ
ん
愛
用
の
ハ
ー
モ

ニ
カ
も
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
創
作
活
動
が
持
つ
「
生
き
る
意
味
の

探
求
」
は
、
隔
離
の
中
で
長
く
過
酷
な

時
間
を
生
き
ぬ
く
か
ら
こ
そ
、
患
者
・

回
復
者
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
。
人
の

人
生
を
他
人
が
伝
え
る
時
、
勝
手
に
意

味
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
は
暴
力
だ
が
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
そ
の
暴
力
に
曝
さ
れ

が
ち
だ
。「
明
る
い
面
だ
け
を
強
調
し

て
い
る
」
と
か
、存
在
自
体
を
「
無
駄
」

と
す
る
声
に
は
同
意
で
き
な
い
。

　
常
設
展
示
の
更
新
は
こ
れ
か
ら
も
続

く
。
次
は
４
～
５
月
に
、
展
示
室
１
に

個
人
を
取
り
上
げ
た
コ
ー
ナ
ー
を
新
設

す
る
予
定
だ
。
一
度
に
劇
的
に
は
変
わ

ら
な
い
が
、
確
実
に
改
善
に
向
か
っ
て

い
る
。
今
後
の
常
設
展
示
の
変
化
に
注

目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

着物にみる療養所のくらし
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